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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第56期
第１四半期
連結累計期間

第57期
第１四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 1,353 1,615 6,141

経常利益 (百万円) 185 180 875

四半期(当期)純利益 (百万円) 103 103 456

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 101 83 482

純資産額 (百万円) 8,479 8,732 8,772

総資産額 (百万円) 9,837 10,114 10,535

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 17.68 17.76 78.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 86.2 86.3 83.3

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の概況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（1）業績の状況　

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興需要が徐々に高まっており

ますが、国内での電力供給問題のほか、円高傾向の定着、欧州における財政危機問題、中国等の新興諸国の景

気減速が顕在化するなか、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは、新商品の投入を積極的に推進するとともに、引き続き代理店販

売に注力してまいりました。　

また、ホームセンタールートでのコンシューマー向けの小型スチーム機の販売については好調に推移し

ており、ＯＥＭ供給販売の拡販等にも努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,615百万円（前年同四半期比19.4％増）、営業利

益168百万円（前年同四半期比4.8％減）、四半期純利益103百万円（前年同四半期比0.5％増）となりまし

た。　

また、品目別の販売実績は、次のとおりであります。　

「清掃機器」については、高額商品である搭乗式大型清掃機の販売は堅調だったものの、カーペット清掃

機の販売が伸び悩んだこと等から、225百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。　

「洗浄機器」については、コンシューマー向けの小型スチーム機の販売が大幅に伸びたこと等から719百

万円（前年同四半期比28.0％増）となりました。　

「その他」については、強アルカリイオン水生成機の販売が前期に引き続き堅調だったこと等から670百

万円（前年同四半期比22.3％増）となりました。　

なお、当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるた

め、セグメントの記載は省略しております。

　
（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前年同四半期連結会計期間末と比べて277百万円増加

し、10,114百万円となりました。これは主として、減価償却により建物及び構築物が46百万円減少したもの

の、現金及び預金が151百万円、受取手形及び売掛金が89百万円、長期性預金が100百万円増加したこと等に

よるものであります。　

負債合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて23百万円増加し、1,382百万円となりました。これは主

として、支払手形及び買掛金が43百万円減少したものの、退職給付引当金が32百万円、未払金が30百万円増

加したこと等によるものであります。　

純資産合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて253百万円増加し、8,732百万円となりました。これ
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は主として利益剰余金が246百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は、前年

同四半期連結会計期間末と比較して0.1ポイント増加し、86.3％となりました。　

　
（3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、23,855千円であります。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,840,000 5,840,000
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は100株でありま
す。

計 5,840,000 5,840,000― ―

 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 5,840 ― 1,797,681 ― 2,122,148
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　
　普通株式

1,100
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

5,837,300
58,373

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
　普通株式

1,600
― ―

発行済株式総数 5,840,000― ―

総株主の議決権 ― 58,373 ―

(注)  １.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が38株含まれております。

　　　２.当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　蔵王産業株式会社
 

東京都江東区毛利１丁目
19番５号

1,100 ― 1,100 0.0

計 ― 1,100 ― 1,100 0.0
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,314,745 2,128,823

受取手形及び売掛金 ※2, ※3
 1,612,830

※2, ※3
 1,426,427

有価証券 910,172 910,387

商品 655,278 690,961

繰延税金資産 116,334 54,153

その他 22,393 19,075

貸倒引当金 △1,350 △950

流動資産合計 5,630,404 5,228,878

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,179,052 1,163,531

土地 ※１
 3,270,925

※１
 3,270,925

その他（純額） 55,193 53,019

有形固定資産合計 4,505,170 4,487,476

無形固定資産

その他 16,498 15,684

無形固定資産合計 16,498 15,684

投資その他の資産

投資有価証券 78,200 78,200

長期性預金 100,000 100,000

繰延税金資産 128,908 132,624

その他 76,781 72,715

貸倒引当金 △620 △620

投資その他の資産合計 383,270 382,919

固定資産合計 4,904,938 4,886,079

資産合計 10,535,342 10,114,958
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 194,956 119,208

未払法人税等 244,760 11,259

賞与引当金 108,325 51,620

商品保証引当金 9,800 10,000

その他 415,185 385,062

流動負債合計 973,026 577,150

固定負債

退職給付引当金 359,597 370,629

役員退職慰労引当金 164,375 168,040

再評価に係る繰延税金負債 ※１
 205,147

※１
 205,147

その他 60,897 61,036

固定負債合計 790,018 804,853

負債合計 1,763,045 1,382,004

純資産の部

株主資本

資本金 1,797,681 1,797,681

資本剰余金 2,122,148 2,122,148

利益剰余金 7,046,451 7,027,531

自己株式 △1,022 △1,022

株主資本合計 10,965,259 10,946,338

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 1,785 △18,637

土地再評価差額金 ※１
 △2,194,746

※１
 △2,194,746

その他の包括利益累計額合計 △2,192,961 △2,213,384

純資産合計 8,772,297 8,732,954

負債純資産合計 10,535,342 10,114,958
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,353,169 1,615,954

売上原価 610,309 856,507

売上総利益 742,860 759,447

販売費及び一般管理費 566,276 591,301

営業利益 176,583 168,145

営業外収益

受取利息 529 439

受取配当金 601 704

為替差益 － 7,105

有形固定資産売却益 － 191

不動産賃貸料 4,422 3,315

その他 3,118 3,019

営業外収益合計 8,671 14,775

営業外費用

売上割引 － 2,237

営業外費用合計 － 2,237

経常利益 185,255 180,683

税金等調整前四半期純利益 185,255 180,683

法人税、住民税及び事業税 23,200 6,000

法人税等調整額 58,847 70,987

法人税等合計 82,047 76,987

少数株主損益調整前四半期純利益 103,208 103,695

少数株主利益 － －

四半期純利益 103,208 103,695
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 103,208 103,695

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 △1,567 △20,422

その他の包括利益合計 △1,567 △20,422

四半期包括利益 101,641 83,272

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 101,641 83,272

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　土地の再評価

土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34号)に基づき、事業用の土地の再評価を行

い、再評価差額金を純資産の部に計上しております。

　　・再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める路

線価を基準に合理的な調整を行い算出

　　・再評価を行った年月日

　　平成13年３月31日

　
　

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

再評価を行った土地の期末におけ
る時価と再評価後の帳簿価額との
差額

△1,134,629千円 △1,163,775千円

　

※２　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 116,236千円 125,907千円

　

※３  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 13,629千円 17,231千円

裏書手形 23,405千円 16,284千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであり

ます。

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　
（自  平成23年４月１日
　　至  平成23年６月30日）

（自  平成24年４月１日
　　至  平成24年６月30日）

減価償却費 22,529千円 21,852千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 181,007 31平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 122,616 21平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円68銭 17円76銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 103,208 103,695

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 103,208 103,695

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,838 5,838

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月９日

蔵王産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    轟　　芳　英　　　　　㊞

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    村　上　　正　俊  　  ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王
産業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成24年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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